
名阪近鉄旅行（以下「当社」）およびご旅行をお申込みいただいた受託旅行業者（以下「販売店」）は、旅行申
込みの際にご提出いただいた申込書又は電話でお伺いした個人情報について、お客様との連絡や運送・宿泊機関等の手配のために利用さ
せていただくほか、必要な範囲において当該機関等に提供いたします。●このほか、当社及び販売店では＜①当社が提携する企業が取り扱
う商品、サービスに関する情報提供 ②当社の旅行商品のご案内 ③アンケートのお願い ④統計資料の作成＞にお客様の個人情報を利用さ
せていただくことがあります。●当社の個人情報の取り扱いに関することは、当社のホームページ又は店頭にてご確認ください。

■お問い合わせ・お申し込みは・・・・
直営旅行センター又は、受託販売店

金剛杖､納経帳､納め札､白衣などをご希望の方は､名阪近鉄旅
行の各旅行センターにご連絡ください｡
専用申込用紙をお送りいたします。

事前の購入がおすすめです。
お遍路用品のご案内

お客様へのご案内

内容充実

※ご希望の方は､添乗員がまとめてご朱印します。（掛け軸･納経帳･白衣は各1点）
※ご朱印料は別途有料となります。(1ヶ寺３００円程度)
※参拝時の服装は自由です。なるべく軽装で履きなれた靴がおすすめです。
※お部屋タイプは和室・洋室・和洋室のいずれかとなり､指定はできません。

◆募集定員はバス1台につき30名様までとしています。
◆原則として他グループとの相席はありません。

他のお遍路さんの迷惑にならないよう､お寺に着いてからの基
本的な作法を知っておくことも大切です。

基本的な作法
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お遍路装束 初めてでも迷わない 参拝のマナー

お遍路の基礎知識

“巡礼･お遍路は必ずこの服装で!”と決
められてはいないので普段着で参拝し
てもかまいませんが､やはり白装束を身
にまとうと気持ちも引き締まり､お遍路
さん気分もかなりアップするはずです。

すべてを購入しなくても｢
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納め札｣は揃えておき
たい用具｡特に｢金剛杖｣は弘法大師の
分身とされているので大切に扱いましょ
う。用具ではありませんが、お賽銭用の
小銭も忘れずに持っていきましょう。

というのが基本的な順序です｡意外と簡単なので一度覚えてしま
えば､あとはスムーズに参拝できます。

①山門(仁王門)の左側から一礼して境内へ
②手水を使って手と口をすすぐ
③鐘楼で鐘を打つ　※参拝後に鐘を打ってはいけない　
④本堂で､納め札･写経を所定の箱に納める
⑤灯明と線香を上げ､お賽銭を納める
⑥ご本尊､弘法大師を念じ合掌し読経
⑦本堂と同じように大師堂､その他の順番で参拝
⑧納経所で指定料金を払い納経朱印をしてもらう
⑨山門から出る時は一礼してから去る
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※出発時間・乗車場所はコースにより異なります。


